
約
４
０
０
年
前
か
ら
今
に
つ
な
が
る

美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
を
体
感

　

荒
川
豊
蔵
は
、
志
野
・
瀬
戸
黒
で
国
の
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
に
認

定
さ
れ
た
陶
芸
家
で
す
。

　

市
は
、
地
方
創
生
の
柱
と
し
て
、
豊
蔵
が

生
活
し
、作
陶
し
て
い
た
久
々
利
大
萱
の
地
を

「
美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
」
と
し
て
整
備
し
て

き
ま
し
た
。
今
ま
で
非
公
開
だ
っ
た
こ
の
地

を
、４
月
28
日
（
金
）
か
ら
一
般
公
開
し
ま
す
。

　

豊
蔵
が
自
然
と
共
に
生
活
し
、
志
野
・
瀬

戸
黒
を
復
興
さ
せ
た
環
境
を
、
多
く
の
人
に

体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
高

い
精
神
性
や
深
い
美
を
内
包
し
た
審
美
の
世

界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

人
間
国
宝
荒
川
豊
蔵
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
体
感

昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
ぶ
り

　

居
宅
で
は
、松
竹
梅
の
材
を
用
い
た
い
ろ
り

の
自
在
か
ぎ
や
、下
張
り
と
し
た
古
文
書
が

面
白
い
と
い
う
こ
と
で
む
き
出
し
状
態
に
し

た
ふ
す
ま
な
ど
、豊
蔵
が
生
活
し
た
状
態
を

で
き
る
だ
け
再
現
し
て
お
り
、そ
の
こ
だ
わ
り

あ
る
暮
ら
し
ぶ
り
が
随
所
に
う
か
が
え
ま
す
。

石
碑
に
込
め
ら
れ
た
思
い

　

敷
地
内
に
は
豊
蔵
の
建
立
し
た
石
碑
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
今
回
初
め
て
公
開
さ
れ

る
碑
と
し
て
、「
陶
心
」
と
「
黄
瀬
戸
の
壺
」

が
あ
り
ま
す
。
碑
に
刻
ん
だ
豊
蔵
の
思
い
に

心
を
寄
せ
な
が
ら
散
策
す
る
の
も
一
興
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

里
山
の
自
然

　

今
回
の
整
備
で
、
豊
蔵
が
居
を
構
え
た
当

時
の
牟
田
洞
に
近
い
環
境
に
整
え
ま
し
た
。

　

豊
蔵
の
愛
で
た
山
野
草
や
小
動
物
、
小
川

の
せ
せ
ら
ぎ
。
そ
ん
な
動
植
物
や
自
然
と
の

出
会
い
も
楽
し
み
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

荒
川
豊
蔵
作
陶
の
地
で
、
豊
か
な
自
然
と

共
存
し
た
豊
蔵
の
暮
ら
し
を
体
感
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

美
濃
桃
山
陶
の
聖
地

荒
川
豊
蔵
作
陶
の
地

　
　
　
　 

一
般
公
開

問
合
先　

可
児
郷
土
歴
史
館

　
　
　
　

☎
�
０
２
１
１

陶心碑

改修したろくろ場
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期
間
限
定
企
画
を
実
施

　

一
般
公
開
を
記
念
し
て
、
４
月
28
日
（
金
）

か
ら
５
月
７
日
（
日
）
ま
で
期
間
限
定
企
画

を
実
施
し
ま
す
（
入
場
時
間
は
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
）。
通
常
は
公
開
し
な
い
豊
蔵

の
窯
を
特
別
に
公
開
す
る
他
、
日
替
わ
り
企

画
で
何
回
で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
日
替
わ
り
で
一
筆
箋
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
進
呈
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
荒
川
豊
蔵
資
料
館
と
可
児
郷

土
歴
史
館
に
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

豊
蔵
の
作
品
を
間
近
で
鑑
賞

　

４
月
28
日
、
５
月
６
日
は
、
居
宅
の
床
の

間
に
豊
蔵
の
作
品
を
展
示
し
、
間
近
で
作
品

を
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。

窯
の
内
部
を
３
Ｄ
画
像
で
鑑
賞

　

５
月
１
日
、
２
日
は
、
豊
蔵
の
窯
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
て
、
窯
の
内
部
を
３
Ｄ
画
像

で
鑑
賞
し
ま
す
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

　

資
料
館
は
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
期
間
中
は
毎
日
、
可
児
郷
土
歴
史
館
と

可
児
駅
（
市
役
所
経
由
）
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

乗
車
場
所
と
運
行
時
間

○
可
児
駅
前
（
市
役
所
経
由
）
＝
午
前
８
時
45

分
～
午
後
４
時
10
分
（
随
時
運
行
）

○
可
児
郷
土
歴
史
館
＝
午
前
９
時
10
分
～
午

後
３
時
50
分
（
随
時
運
行
）

期日 時間 内容

4/28（金）
午前９時 30 分
～午後４時

荒川豊蔵の作品展示
「鼠志野筍香合」

4/29（祝）午前11時～正午
整備に携わった職人
のこぼれ話

5/1（月）、
5/2（火）

○午前９時 30 分
　～正午
○午後1時～４時

豊蔵の窯の３Ｄ解説

5/6（土）
午前９時 30 分
～午後４時

荒川豊蔵の作品展
示「黄瀬戸竹花入（生
花と共に）」

5/7（日）
○午前10 時30 分
○午後1時 30 分

（各回 45 分）

荒川広一さん（豊蔵
の孫）によるろくろ
実演

※期間中（4/28 ～ 5/7）、荒川豊蔵資料館
は毎日開館します。

※企画は予告なく変更・中止する場合があり
ます。詳しくは可児郷土歴史館☎�０２１１
にお問い合わせください。

日替わり企画

黄瀬戸の壺碑豊蔵の窯

カンアオイ 窯の神碑 掘りごたつとふすま

庭に咲くミヤマヨメナ（都忘れ）
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荒
川
豊
蔵
資
料
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

企
画
展
「
大
萱
で
の
く
ら
し
を
糧
と
し
て
」

　

豊
蔵
の
大
萱
で
の
暮
ら
し
の
傍
ら
に

あ
っ
た
、
思
い
入
れ
の
深
い
作
品
や
収
集
品

を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

４
月
28
日
（
金
）
～
６
月
11
日
（
日
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
５
月
14
日
（
日
）、
６
月
11
日
（
日
）
は
、

学
芸
員
が
展
示
を
案
内
す
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。
時
間
は
午

後
１
時
30
分
～
２
時
。
事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
始
め
ま
す

　

一
般
公
開
を
記
念
し
て
、
４
月
28
日
（
金
）

か
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
配
布
を
始
め
ま
す
。

　

入
館
す
る
た
び
に
１
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
、

５
ポ
イ
ン
ト
で
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。
ま

た
豊
蔵
に
ち
な
ん
だ
日
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
２

倍
デ
ー
と
し
ま
す
。
カ
ー
ド
は
普
段
な
か
な

か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
豊
蔵
の
ス
ケ
ッ
チ

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
４
種
類
で
す
。
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
る
と
新
し
い
カ
ー
ド
が
も
ら
え
、カ
ー

ド
を
集
め
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
繰

り
返
し
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
美
濃

桃
山
陶
の
聖
地
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　市は、荒川豊蔵作陶の地の一般公開を機
に、来場者へのガイドや敷地内の環境整備
を行うボランティアを募集します。
　豊蔵ゆかりのエピソードなどを学び、豊
蔵が愛でた山野草に囲まれながら、豊蔵の
世界に浸って、来場者に最高のおもてなし
をしませんか。

活 動 日　主に土・日曜日、祝日およびイベント実施日

　　　　　（ボランティア間で日程を調整します）

活動場所　荒川豊蔵資料館周辺

活動内容　・来場者へのエピソードを交えたガイド

　　　　　・敷地内の環境整備

応募資格　・４月１日現在、18 歳以上の健康な人

　　　　　・１カ月に２回以上活動できる人

　　　　　・事前研修（５月 21 日（日）、６月３日（土）の午前 10 時～正午）に全て参加できる人

　　　　　・荒川豊蔵資料館が好きな人

　　　　　・協調性を持ち、来場者のために継続的に活動できる人

募集人数　20 人程度（先着順）

申込方法　氏名、住所、年齢、電話番号、活動可能な曜日、応募動機を郵送（〒 509-0292　広見

1-1　観光交流課）、 kankou@city.kani.lg.jp、電話のいずれかで観光交流課に連絡す

る

申込締切　５月 12 日（金）

そ の 他　・研修期間および活動期間中は、当市加入の保険を適用します

　　　　　・交通費、食事代などの支給はありません

荒川豊蔵作陶の地  ボランティア募集 問合先　観光交流課
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